
学校教育相談の治療技法

第１節 治療のレベル
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鑪幹八郎は、クライエントの言葉の内的世界の見取図を図１１ のように表し

た。大きな点線の輪がクライエントの言葉の内容とすると、①の「心理的世

界」はクライエントの心の状態の色々な表現であり、③の「事実の世界」は誰

でも客観的に確かめられるものである。②は色々な事実や行動の中に心理的な

ものが盛り込まれながら語られるという世界である。カウンセラーが最も注目

しなければならない世界は②である。

その②の世界を断面図にしたのが図２１ である。実線から上は「ことばの世

界」でかかわっているカウンセラーとクライエントを表している。ことばの深

層にあるのが、ことばを使ってもピッタリ表現できないイメージやメタファー

やシンボルで語られる「経験の世界」である。さらにその深層にあるのが、夢

や漠然とした感じや五感的に表現される「原始感覚の世界」である。カウンセ

ラーは、クライエントの「経験の世界」「原始感覚の世界」を感じ取りながら、

それらを言葉によってクライエントに返していく仕事が要求される。

２．カウンセラーの理解のレベル

鑪は、カウンセラーはクライエ
次元 Clのレベル 主導率 (Cl:Co)

ントの言葉の世界を、印象の水準
信頼 ことば ９ ： １

ではなく組織的に統合して理解し
受容 ことば・経験 ８～７：２～３

なければならないと考え、クライ
共感 経験 ７～６：３～４

エントの表す経験世界を５つの次
解釈 原始感覚 ４～３：６～７

元に分けてそれに対応するカウン
分析 原始感覚 ２ ： ８

セラーの理解のレベルについて考

えているが１ 、私なりにアレンジして整理してみよう。なお、次元の高い治療

は、それまでの次元の低いレベルの治療の上に積み上げられるものであり、い

きなり次元の高い治療は成立しない。
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第Ⅰ次元 信頼関係樹立の次元

クライエントが「ことばの世界」で表現する多くの事柄を、カウンセラーは

ひたすら聴いている。クライエントの主導率（Cl）：カウンセラーの主導率

（Co）＝９：１。

第Ⅱ次元 受容の次元

クライエントが「ことばの世界」で表現した内容の中で、カウンセラーがポ

イントになると感じた事実をクライエントの言葉を使って返し、さらに詳しく

具体的に「ことばの世界」のレベルで、できれば「経験の世界」のレベルまで

話すことを促す。Cl：Co＝８～７：２～３。

第Ⅲ次元 共感の次元

クライエントが「ことばの世界」や「経験の世界」で表現した感情の葛藤や、

クライエント特有の意味があると思われる言葉や内容をクライエントに返し、

さらに詳細に具体的に「経験の世界」のレベルで話すことを促し、問題点を明

確化していく。Cl：Co＝７～６：３～４。

第Ⅳ次元 解釈の次元

カウンセラーはクライエントの話の内容をある程度解釈し、問題点をいくつ

かの主題に絞り、「原始感覚の世界」まで話すことを促す。Cl：Co＝４～３：

６～７。

第Ⅴ次元 分析の次元

クライエントの心理を深層まで分析し、人格発達的角度から理論的に再構成

して、クライエントの「原始感覚の世界」にメスを入れて根本的な治療をする。

Cl：Co＝２：８

３．学校教育相談の治療レベル

一般の教師は第Ⅰ次元で十分である。これだけでも問題を解決していく生徒

は多い。普通の相談教師は第Ⅱ次元までが仕事だろう。第Ⅲ次元は、熟練した

相談教師や外部の相談機関の仕事になる。第Ⅳや第Ⅴ次元は、本物の実力をも

ったカウンセラーや精神科医の仕事である。教師が第Ⅳや第Ⅴ次元の治療に興

味をもって勉強するのはよいが、学校現場では決して試してはいけない。
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